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本
法
律
案
は
、
環
境
保
護
に
関
す
る
南
極
条
約
議
定
書
の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
同
議
定
書
附
属
書
Ⅵ

の
締
結
に
係
る
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

一
、
「
環
境
上
の
緊
急
事
態
」
等
、
こ
の
法
律
に
お
い
て
用
い
る
用
語
の
定
義
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
事
前
に
環
境
大
臣
の

確
認
を
要
す
る
南
極
地
域
活
動
に
、
南
極
地
域
の
海
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
科
学
的
調
査
等
を
追
加
等
す
る
。 

二
、
南
極
地
域
活
動
を
主
宰
し
よ
う
と
す
る
者
が
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
南
極
地
域
活
動
計
画
の
確
認
申
請
書
の
記
載
事
項
に

環
境
上
の
緊
急
事
態
の
防
止
措
置
等
に
関
す
る
事
項
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
計
画
の
提
出
を
義
務
付
け
る
。 

三
、
主
宰
者
の
責
務
と
し
て
、
環
境
上
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
の
負
担
金
等
に
つ
い
て
、
議
定
書
附
属
書
Ⅵ
第
九
条
１

に
規
定
す
る
最
高
限
度
額
ま
で
確
実
に
負
担
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
追
加
す
る
。
ま
た
、
主
宰
者
に
対
し
、
環

境
上
の
緊
急
事
態
を
防
止
す
る
た
め
、
南
極
地
域
活
動
計
画
に
従
い
防
止
措
置
を
と
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。 

四
、
南
極
地
域
活
動
に
よ
り
南
極
地
域
の
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
件
が
発
生
し
た
場
合
に
、
主
宰
者
に
対

し
、
環
境
大
臣
へ
の
通
報
及
び
緊
急
時
計
画
に
従
っ
て
措
置
を
と
る
こ
と
等
を
義
務
付
け
る
。
主
宰
者
が
措
置
を
と
ら
ず
、



二

環
境
大
臣
に
よ
る
措
置
命
令
を
経
て
も
な
お
措
置
を
と
ら
な
い
と
き
は
、
環
境
大
臣
自
ら
措
置
を
と
り
、
要
し
た
費
用
の
全

部
又
は
一
部
を
主
宰
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。 

五
、
環
境
大
臣
が
環
境
上
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
と
認
め
る
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
概
要
、
と
る
べ
き
対
応
措
置
等
を
公
示

の
上
、
そ
の
内
容
を
主
宰
者
に
通
知
し
、
対
応
措
置
の
迅
速
か
つ
効
果
的
な
実
施
を
義
務
付
け
る
。
主
宰
者
が
対
応
措
置
を

と
ら
ず
、
環
境
大
臣
に
よ
る
措
置
命
令
を
経
て
も
な
お
対
応
措
置
を
と
ら
な
い
と
き
は
、
環
境
大
臣
自
ら
対
応
措
置
を
と
る

こ
と
又
は
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
応
措
置
の
実
施
を
要
請
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
要
し
た
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
主

宰
者
が
負
担
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。
ま
た
、
国
の
機
関
以
外
の
主
宰
者
が
対
応
措
置
を
と
ら
ず
、
締
約
国
の
政
府
が
主

宰
者
に
代
わ
っ
て
対
応
措
置
を
と
っ
た
と
き
は
、
締
約
国
の
政
府
か
ら
主
宰
者
へ
の
費
用
償
還
請
求
を
可
能
と
す
る
。 

六
、
国
の
機
関
以
外
の
主
宰
者
、
環
境
大
臣
、
関
係
行
政
機
関
の
長
、
締
約
国
の
政
府
の
い
ず
れ
も
対
応
措
置
を
と
ら
な
か
っ

た
と
き
は
、
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
措
置
に
要
す
る
と
見
込
ま
れ
る
費
用
を
議
定
書
附
属
書
Ⅵ
第
十
二
条
１
に
規
定
す
る

基
金
へ
拠
出
す
る
た
め
、
主
宰
者
に
環
境
大
臣
が
定
め
る
金
額
を
国
庫
に
納
付
す
る
よ
う
義
務
付
け
る
。 

七
、
こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
議
定
書
附
属
書
Ⅵ
が
日
本
国
に
お
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し

た
日
か
ら
施
行
す
る
。


